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Floral movement involves a return to the starting point of the physical act of 
KAGEI, in order to realize new creative ideas. Through the effort of the ﬂorist and 
the musicians, spectators are able to become as one with each branch and each 
leaf as they are added to create a completed piece. The spectators can enjoy being 
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じです。将来、そんな作品を生けられるようになりたい―と思いながら日々
植物と向き合っています。そのような生活の中で毎年、春秋の数日間を貴大
学で学生の皆様とご一緒するいけ花の授業は、私にとりましても新鮮で、刺
激ともなる時間です。恵泉女学園大学は園芸科があるため、植物を肌で感じ
たり、興味のある学生が多く、授業をみてもとても熱心さが伝わってきます。
学生の作品発表の場も設けられれば…と思ううちに一年があっという間に
過ぎてしまいます。この大学で学ばれた方々が日本の文化を伝えられる人
材に…そして、大きな世界でご活躍くださる事を願っております。
